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生命活動のあらゆる面に寄与する生体高分子であるタンパク質は、そのアミノ酸配列と

付随する機能を遺伝子工学的手法により一義的に規定可能な、極めてユニークな高分子

材料である。生体系におけるタンパク質の多くは、特定の酵素が触媒する様々な翻訳後

修飾を受けることで、目的とする機能の発現と制御が達成されている。我々は、酵素触

媒による架橋形成という翻訳後修飾反応に注目し、小分子から高分子まで幅広い分子を

酵素の基質と捉えることで、人工バイオ分子・バイオマテリアルの創出を目標とした生

体分子工学に関する研究を進めている。前者については、微生物由来トランスグルタミ

ナーゼ（MTG）が触媒するイソペプチド結合形成反応に注目し、対象タンパク質への部

位特異的脂質分子の導入や、抗体のピンポイント修飾のための新規 MTG 融合タンパク

質の設計を進めている [1-4]。後者に

ついては、過酸化水素の外部添加を必

要としない西洋わさびペルオキシダ

ーゼ（HRP）触媒酸化反応を用いたハ

イドロゲル形成システムの発見から、

これを利用した微小ハイドロゲルビ

ーズによる１細胞分析へと展開して

いる [5,6]。これらの最近の研究成果

に加え、カイコを用いた組換えタンパ

ク質生産を基盤とする九大発ベンチ

ャーKAICO の発足に至った経緯も紹

介させて頂きたい。 
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